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 私は、以前から硫黄島に興味があった。なぜなら、私の母は硫黄島に仕事で

何度か訪れたことがあって、硫黄島のことは認知しており、せっかく鹿児島に

住んでいるのだから行ってみたいと思っていた。しかし、なかなか機会がなく、

忘れかけていたところに、島嶼学概論の講義の一環で硫黄島に行けることを知

り、迷わず講義を選択した。 

当日、硫黄島に着いて一先ず驚いたのが海の色である。私は、海底にいる魚

が見えるほど無色透明な海を勝手にイメージしていたが、硫黄島の海はその真

逆を行くもので、青色どころか、赤褐色で染められた海であった。始め見た時

は、予想外の海の色に驚きの方が大きく、あまり感動はなかったが、岬橋から

見ると、青色、赤褐色のグラデーションが綺麗で、さらに稲村岳、硫黄岳が相

まって今まで見たことのない絶景でとても感動した。自然が描くアートであっ

た。島に着いてから、色々案内してもらったがその中で山内の奥に島民の方々

がゴミ捨て場としているところを案内された。コンビニの袋やカップラーメン

の容器などが捨てられていた。今まで、綺麗な景色を見てきたこともありショ

ックを受けた。自然に還ることの出来る生ゴミ以外は、島内で回収され鹿児島

市のゴミ処理場で処理されるというが、なかなか上手く行っていないようだ。

時代の変化と共に、ゴミの排出量が増え、ペットボトル、食品トレー、レジ袋

とゴミも多様化していった時代の弊害が顕著に現れていた。島の美しい景観が

損なわれてしまうのは惜しいと思うが、それはあくまで島外の者が言うだけの

ことであって実際にそこに住んでいる者からすると勝手が違うように思う。島

にはゴミ処理場がないため、ゴミを捨てるには海を渡らなければならない。つ

まり、山内にゴミが捨てられることはしょうがないことである。しかし、この

まま野放しにするとさらにゴミで溢れかえってしまうのではないかと懸念する。

そこで、ゴミ処理場をつくればいいと考えたが、つくるとなると膨大な建設費

がかかるし、その費用があるならば島の観光業など他のことに当てたほうが良

い。やはり、島民の方々の意識改革をする方が良いように思われる。既に行っ

ているかもしれないが、手始めに山内に捨てられたゴミの回収をみんなで行い、

その現状を把握してもらう。それから、島全体におけるゴミ処理システムの再

構築を図ることを提案したい。 

また、開発センターにて島民の方との座談会が開かれた。特に印象に残った



のは、婦人会の方の話である。婦人会は、島自体に外食が出来る店、スーパー

がないため、イベントのご飯作りや月２回高齢者への食事の提供を、役場から

の依頼以外はこれを基本ボランティアで行っているという。私の地元にもこの

ような地域の集まりがあるが、少子化の影響や他の地域住民との交流や活動に

面倒を感じている人も多く、年々衰退して行く一方である。婦人会の方の話を

聞いて確かに大変そうな印象を受けたが、婦人会での活動、コミニュティこそ

がこの島にとってかなりメリットがあるように思えた。なぜなら、先程述べた

ように、スーパーやレストランなどの代替となることもそうだが、島民同士の

情報交換の場でもあり、その集まりに属することに意義があるようだ。これは、

人との繋がりを残すという意味でも継続して行って欲しいと思う。 

夜になって、ジャンベのワークショップが開かれた。私は、一度ジャンベの

演奏を見たことがありやってみたいと思っていたため、今回の実習の中で一番

楽しみにしていた。そもそもジャンベは硫黄島に元からあった文化ではなく西

アフリカからママディケイタ氏によって伝授されたものである。国を越えて伝

わった文化が硫黄島といえばジャンベと言われるまでにここまで文化として根

付いているのは凄いと思った。過去に村内 4 地区の小・中学生がドイツ、ベル

ギーの町でジャンベ演奏会を行うなど国際交流を行ったり、ジャンベ留学生の

制度を設けて島外の人を呼んで地域の活性化を図ったりとジャンベを通して

様々な活動へ発展させていることに硫黄島の方々の島を盛り上げていこうとす

る熱い思いを感じた。実際にジャンベを演奏してみて、リズムや叩き方になれ

るのが難しかったが、ジャンベを叩くことに加え歌やダンスも入ってみんなで

ひとつの演奏をする喜びを感じた。 

今回硫黄島の実習に参加して、2 日間という短い時間ではあったが、硫黄島の

暮らし、文化、自然、歴史について学ぶことが出来、かなり濃い 2 日間であっ

た。硫黄島は魅力溢れる島なので、もっと多くの人に来て欲しいと思う。最近

は、SNS の発展がめざましく、テレビなどの媒体で発信する以外にも個人で簡

単に情報を発信し収集できる時代になった。この時代の流れに乗って、このツ

ールを大いに活用した PR 活動に力を入れるべきだと思う。 

最後に、今回の実習でお世話になった方々、本当にありがとうございました。 


